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【目的】

私は、サークル活動等で小学生と触れ合うようにな

り、子どもの遊び文化に興味を持つようになった。今

の子どもたちは、鬼ごっこなど昔から変わらない遊び

をする一方で、玩具は日々進化をしており、その玩具

によって遊び方は変化してきていると感じている。そ

して、私が今の子どもたちを見てそのように思うので

あれば、私の祖父母や親は子どもの頃にどのように遊

び、またその遊びの変化をどのように捉えているのか

を明らかにしたいと思った。

そのため、本論文では特定の３世代の子どもの遊び

文化を調査し、その変化を考察する。ここでは特に変

化が分かりやすい玩具に注目して調査を行う。そして、

親が自分の子どもの頃と比較して自分の子どもの遊

び文化をどのように見ているかについても調査を行

い、子どもの遊び文化の変化を明らかにすることを目

的としている。

【方法】

調査方法は私の母方の祖父母、母、母の妹である叔

母２人、従姉妹４人と私に聞き取り調査を行った。１

問１答形式ではなく、子どもの頃に行った遊びについ

て自由に語ってもらう形式で調査を行った。

【結果】

祖父は小学生の頃は外で遊ぶことが多く、あまり玩

具で遊ぶことはなかったが、中学生ごろになり、鉄道

模型に夢中になった。祖母は木でできたおままごと、

ぬりえ、人形遊び等で遊んでいた。母は、チェーリン

グ、ぬりえ、本格的なおままごと、リカちゃん人形、

ひみつのアッコちゃんコンパクト等で遊んだ。私は、

人形遊び、ゲーム、プラレール、アイロンビーズ、た

まごっち等で遊んだ。２番目の叔母はチェーリング、

リカちゃん人形、ママレンジ、ミルク飲み人形等で遊

んでいた。その子どもである従姉妹たちは、リカちゃ

ん人形、シルバニアファミリー、ぬいぐるみ遊び、た

まごっち、アニメキャラクターの変身セット等で遊ん

だ。３番目の叔母はチェーリング、ヨーヨー、スライ

ム、スーパーカー消しゴム等で遊んだ。その子どもで

ある従姉弟のうちの姉は、シルバニアファミリー、ぬ

りえ等、弟の方は、テレビゲームとカードゲーム等で

遊んだ。

親から見た自分の子どもの遊び文化については、進

化した玩具を見て特にうらやましいなどと思う感情

はなく、時代の流れだと感じていた。また、母は自分

が子どもの頃にできなかった夢を子どもに玩具を買

うことで叶えていたと考えていた。さらに、３番目の

叔母は１人で遊べるような玩具が増え、今の子どもた

ちは同じ玩具を持ちたがると語っており、特に男の子

は戦隊ヒーローもの等テレビの影響をとてもよく受

けるため、毎年シリーズが変わるたびに新しい玩具を

持ちたがると感じている。

【考察】

調査を行った結果、遊びに対する意識の変化、親と

の関係、携帯する玩具、話題としての玩具などが子ど

もの遊び文化の変化として見られた。昔は遊ぶことを

それほど意識していなかったが、現在では約束を取り

付けて遊ぶようになってきている。そして、昔は危険

なことでも子どもが１人で遊んでいたが、最近では親

が子どもに玩具を買うこと以外にも、子どもの遊びに

親が関わってくるようになってきた。さらに、今はど

こへ行くにも玩具を持ち歩くようになり、みんなが同

じ玩具を持たないと話題についていけなくなってし

まう時代になった。私はこれらの原因には、一緒に遊

ぶ仲間と時間と空間が減ってきていることが一因し

ているのではないかと考えている。

そして、私は最近の玩具は子どもの遊び方に影響を

与えることが多いと思う。また、今の玩具は遊び方が

決められてしまっているものが多いように感じる。そ

のため、玩具に遊ばれている状況が起こっているので

はないかと思う。そのようななかで、自分で考えて遊

べる玩具というものは今後も必要になってくると考

える。


